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近傍の強い発光領域においても、作動ガスを Ar とした場合では N2+の発光が現れないことを見出し、N2+生成




















3) 発光分光計測による LEAPPが生成する活性種の振る舞いに関する研究について、Arガスの LEAPP
では、照射物表面近傍の強い発光領域においても N2+の発光は計測されないことを見出している。そ
して、窒素混合量の多い領域では電子温度が低下するため、N2+生成は準安定 He によるペニング電離
が支配的であると考察している（査読付き国際誌掲載済み）。 
4) LEAPP照射による血清アルブミンの凝集現象に関する研究について、血液の主成分である血清ア
ルブミン溶液に異なる作動ガスを照射して実験を行っている。その結果、計測された幾つかの活性種
は凝集に関して主要因子ではないことを明らかにしている。そして、荷電粒子が関与している可能性
があることを考察している。更に、荷電粒子の単位時間あたりの投入量、不安定な放電、及び溶液の
流体的な乱れが凝集作用を阻害する要因となる可能性があることを見出している（論文投稿予定）。 
以上本論文の成果として、プラズマによるタンパク質凝集の機序に関する知見を得、生物活性を失
わずにタンパク質加工を制御する新たな剤形加工研究につなげている。山田君は、当該分野において
学術的に新しい重要な知見を見出し論文化していることから、博士（工学）に値すると評価する。 
【最終試験の結果】 
平成３０年２月８日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
